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午前 １０時 ００分 開会 

教 育 長  おはようございます。本日は、３名の委員の出席を得ましたので、委員会は成

立いたしました。 

 ただいまから、平成２７年第２３回の教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小林教育総務課長、椹木学務課長、

浅賀生涯学習課長、木内学校地域連携担当課長、栗原指導室長、新井教育支援セ

ンター所長、新部新しい学校づくり課長、水野学校配置調整担当課長、荒井中央

図書館長の、以上１０名でございます。 

 荒張副参事は、企画総務委員会に出席のため、欠席です。 

 本日の議事録署名委員は、会議規則第２９条により松澤委員にお願いいたしま

す。 

 本日の委員会は、１名から傍聴申し出がされており、会議規則第３０条により

許可しましたので、お知らせいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 

○議事 

日程第一 議案第６２号 区議会提出議案及び意見の聴取について 

     １．東京都板橋区幼稚園等の保育料の額を定める条例の一部を改正す

る条例 

（学務課） 

     ２．東京都板橋区立尐年自然の家の指定管理者の指定について 

（生涯学習課） 

教 育 長  日程第一 議案第６２号「区議会提出議案及び意見の聴取について」、次長と

各課長から説明願います。 

 

次 長  それでは、議案第６２号。 

 区議会提出議案及び意見の聴取について。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２７年１１月１１日。 

 提出者は、中川教育長でございます。 

 区議会提出議案及び意見の聴取について。 

 平成２７年第４回東京都板橋区議会に下記案件を提出するとともに、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく区長からの意見の聴取

について、区長原案に同意する。 

 記。 

 １、東京都板橋区幼稚園等の保育料の額を定める条例の一部を改正する条例。 

 ２、東京都板橋区立尐年自然の家の指定管理者の指定について。 

 内容については、各課長からご説明いたします。 

 

学 務 課 長  それでは、東京都板橋区幼稚園等の保育料の額を定める条例の一部を改正する
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条例について、ご説明いたします。 

 本条例は、今年度からの子ども・子育て支援新制度に伴いまして、新制度へ移

行する幼稚園及び認定こども園の保育料を定め、４月１日から施行しているもの

でございます。 

 今回の改正内容は、そのうち第二子の保育料について減額し、保護者の負担を

軽減するものでございます。 

 具体的にご説明いたします。 

 本条例におきまして、階層区分及び保育料については、幼児教育を受ける子ど

もの公平性を確保する観点から、国の所得階層区分、上限額及び現行の私立幼稚

園の保育料と負担軽減の水準を踏まえて、特別区民税の所得割額に応じた６段階

としております。 

 具体的には、Ａ階層及びＢ階層については無料、Ｃ階層は区民税所得割課税額

に応じて４階層に区分しまして、４，６００円から１万８，７００円までとなっ

ております。 

 この金額につきましては、資料の表の、第一子の保育料のところを見ていただ

くと、具体的な保育料が記載されております。 

 また、多子軽減措置としましては、国の考え方に基づきまして、小学校３年以

下の範囲において、最年長の子どもから順番に数えて第二子の保育料については

第一子の半額、第三子以降の保育料については、無料としております。この第二

子の保育料について、今回、改正を行い、減額するものでございます。 

 改正理由としましては、今回、この第二子の保育料を精査しましたところ、Ｃ

階層におきまして、新制度移行前よりも負担増となることが多いということが判

明しましたため、おおむね移行前の水準となるように減額をするものでございま

す。 

 改正後の保育料でございますが、第一子、第二子、第三子以降の保育料を表に

おいてそれぞれ明示しております。 

 第二子の保育料については減額をしておりますが、第一子及び第三子以降につ

いては、変更はございません。 

 具体的な減額の考え方でございますけれども、国基準の保育料額を２分の１と

して得た額から都区の補助金相当額を控除した額で設定いたします。 

 具体的には、Ｃ階層で見ていただきますと、現行の保育料は、第一子につきま

して４，６００円となっております。 

 第二子の保育料については、現行の保育料におきましては、第一子の半額の２，

３００円となっております。これを改正しまして、今回、０円といたします。 

 この保育料の求め方でございますけれども、この階層の国基準額は１万６，１

００円となっておりまして、第一子の保育料４，６００円は、１万６，１００円

から都・区の補助金相当額１万１，５００円を控除して求めております。 

 現行の第二子の保育料というのは、第一子の保育料の単純に半額としておりま

して、２，３００円としているところでございますけれども、この額ですと移行

前よりも負担増となる層があるということで、第二子につきましても、まず国基
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準額の１万６，１００円という額がありますけれども、この額を２分の１として

８，０５０円を求めまして、ここから第二子の都・区の補助金相当額１万３，２

００円を控除して保育料を求めます。 

 この結果、０円となるわけでございますけれども、そのほかの層につきまして

も、同じ考え方に基づき求めまして、記載の保育料に改正するものでございます。 

 また、２７年度の利用者につきましては現行の保育料の適用となっております

けれども、経過措置として、移行前の水準となるように補助金を支給しますので、

移行前と比べて負担増となることはございません。 

 説明は以上でございます。 

 

生涯学習課長  それでは、議案第１１７号の議案につきまして、ご説明申し上げます。 

 東京都板橋区立尐年自然の家の指定管理者の指定についてというものでござい

ます。 

 この施設につきましては、長野県にあります板橋区立尐年自然の家八ケ岳荘で

ございます。 

 指定管理者の名称及び事業所の所在地でございますけれども、北区王子本町に

あります株式会社旺栄という会社でございます。 

 指定の期間につきましては、来年度、平成２８年４月１日から平成３３年３月

３１日までの５年間とさせていただきます。 

 この指定に先立ちまして、３者からの応募を受け、審査を行ったところでござ

います。書類審査及びプロポーザルを経まして、最も成績の高かったこの業者を

指定するものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

（なし） 

 

教 育 長  では、お諮りします。日程第一 議案第６２号については、原案のとおり可決

することにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

教 育 長  では、そのように決定いたします。 

 

○議事 

日程第二 議案第６３号 東京都板橋区あいキッズ条例施行規則の一部を改正す

る規則 

（学校地域連携担当課） 

教 育 長  続いて、日程第二 議案第６３号「東京都板橋区あいキッズ条例施行規則の一
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部を改正する規則」について、次長と学校地域連携担当課長から説明願います。 

 

次 長  それでは、議案第６３号「東京都板橋区あいキッズ条例施行規則の一部を改正

する規則」でございます。 

 こちらにつきましては、土曜日にあいキッズが実施されるということに伴って

の条例改正が行われましたが、それに伴う規定の整備でございます。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２７年１１月１１日。 

 提出者は、中川教育長でございます。 

 東京都板橋区あいキッズ条例施行規則の一部を改正する規則。 

 東京都板橋区あいキッズ条例施行規則の一部を次のように改正する。 

 内容については、後ほど、学校地域連携担当課長からご説明いたします。 

 ７ページの方を開いていただきますと、付則がございます。 

 付則の第１項。この規則は平成２８年４月１日から施行する。ただし、付則第

２項の規定は公布の日から施行する。 

 第２項でございます。 

 この規則を施行するために必要な準備行為及び第３条の利用の手続及び第４条

の利用の承認等は、この規則の施行前においても行うことができる。 

 提案理由でございます。 

 あいキッズの士曜日実施に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。 

 内容については、木内学校地域連携担当課長からご説明いたします。 

 

学校地域連携担当課長  それでは、内容についてご説明させていただきます。 

 議案書をもう１枚めくっていただきますと、９ページに当たるところでござい

ますが、横書きのもので、「東京都板橋区あいキッズ条例施行規則新旧対照表」

をご覧いただきたいと思います。 

 まず、１ページの第７条に、土曜日の利用について。 

 土曜日の利用を希望する者は、前月の２０日までに申請する旨を追加したとこ

ろでございます。 

 また、この第７条の追加により、その後の条文の番号が１番ずつずれることと

なります。 

 次に、３ページ目です。第１６条、利用料の徴収方法につきまして、第１項を

平日のきらきらタイムの規定と明確にするため、「月曜日から金曜日まで」と追

記いたします。 

 また、新たに土曜日のきらきらタイムの利用料の徴収方法を第２項として追加

いたします。 

 続きまして、第１７条の利用料の減免につきまして、第２項第１号のウ、土曜

日の減額の金額を３００円と定めます。 

 続いて、５ページ目をお開きいただきたいと思いますが、付則につきまして、

今、次長からもお話がありましたように、施行期日を平成２８年４月１日からと
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いたしますが、実施のための準備といたしまして、募集その他、この規則を施行

するために必要な準備行為、第３条の利用の手続及び第５条の利用の承認等は、

この規則の交付の日から施行させていただきたいと考えております。 

 最後に、第２条関係の別表でございますが、同居の保護者の状態といたしまし

て、疾病や看護・介護、６ページ目に移りまして、就学、または技術習得、ＰＴ

Ａ活動等につきましては、これまで土曜日・日曜日を換算しておりませんでした

が、今後は土日も含めることにより、利用の促進を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 なお、７ページ以降の様式につきましては、土曜日の利用のほか、利用対象者

を明確にするため、変更及び文言整備を行うものでございます。 

 説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

高 野 委 員  前回、９月１１日のときの資料で見ると、土曜日の利用料というのが日額７０

０円となっていて、今回、この３００円というのが、そこがよく分からないので

教えてください。 

 

学校地域連携担当課長  第１７条につきましては利用料の減免ということで、例えば就学援助を受けて

いるご家庭などにつきましては減額させていただきます。１回につき７００円で

ございますが、３００円を減額して４００円頂戴する。 

 半額にさせていただいた部分と、もう１つは、補食代ということでは減額の対

象としておりませんので、そういった意味合いで３００円減額ということでござ

います。 

 

高 野 委 員  分かりました。ありがとうございます。 

 

教 育 長  よろしいでしょうか。 

 松澤委員、お願いいたします。 

 

松 澤 委 員  先ほどの別表ですけれども、旧の方は土曜日・日曜日を除くとなっていまして、

新しい方は土曜日・日曜日も含めてということですけれども、そうなってくると、

土曜日・日曜日のお仕事をされている方、そういう方は全部含めての計算になる

という認識でよろしいのでしょうか。 

 今までは月曜日から金曜日までお仕事をされている方の範囲で受け入れをする

というような条件が、土日を含んでということになったということでしょうか。 

 

学校地域連携担当課長  労働につきましては、今までも土曜日・日曜日も換算させていただいていた

ところです。それ以外の部分で、疾病や、看護・介護、就学や技術習得、あるい

はＰＴＡ、ＮＰＯ活動等、こちらにつきましては土日を除いての換算でございま
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すので、ここを１つに合わせてということで進めていきたいと考えております。 

 

教 育 長  よろしいですか。 

 

松 澤 委 員  はい。 

 

次 長  補足しますと、今までの規則というのは、学童クラブのときのものを基本的な

考え方としていたので、あいキッズになって、もう尐し考え方を変えていかない

といけないというところがるのですけれども、以前のものとの整合性をとってい

るという意味合いで、こういう制限を入れているところですが、基本的には、利

用したい日にそういう事情があれば、労働でも疾病でも何でも構わない、基本的

には利用できるようにしていくというのが望ましいと思うのですが、ある程度の

制限を加えるということで、今までより尐し緩和していこうという形になってお

ります。 

 日曜日については、あえてここで抜かない形にしましたので、全体でそういう

事情がある方で、その日に、またそういう事情があれば利用できますという形に

変えていっています。その辺はご了承いただきたいと思います。 

 

教 育 長  では、お諮りします。日程第二 議案第６３号については、原案のとおり、可

決することにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

教 育 長  では、そのように決定します。 

 

○専決処分 

１．板橋区教育支援センターの臨時休館について 

（支－１・教育支援センター） 

教 育 長  それでは、専決処分を聴取します。専決処分１「板橋区教育支援センターの臨

時休館について」、教育支援センター所長より報告願います。 

 

教育支援センター所長  「支－１」の資料をご覧ください。 

 「板橋区教育支援センターの臨時休館について」ですが、東京都板橋区教育委

員会の権限委任に関する規則第３条第１項の規定により、教育長が臨時に代理処

理したことを報告させていただきます。 

 臨時休館日は、平成２７年１０月３１日土曜日。 

 休館理由でございますが、総務部総務課より緊急設備点検の依頼があったため

でございます。 

 報告は以上でございます。 
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教 育 長  質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。 

 

（なし） 

 

○処分案件 

１．公文書部分公開通知書に係る審査請求に対する再弁明書について 

 （用務委託） 

（学－２・学務課） 

教 育 長  それでは、処分案件を聴取します。 

 処分案件１「公文書部分公開通知書に係る審査請求に対する再弁明書について

（用務委託）」について、学務課長より報告願います。 

 

学 務 課 長  それでは、学校用務業務委託に関する公文書公開通知書に係る審査請求に対す

る再弁明書について、ご説明します。 

 東京都板橋区情報公開条例に基づき「学校用務業務委託」に関する公文書部分

公開通知書に係る審査請求があった件につきまして、平成２７年８月２８日付で

弁明書を提出いたしましたが、審査請求人から反論書の提出がありました。 

 そのことについて、審査庁である区長に対し、再弁明書を提出するに当たり、

内容をご報告いたします。 

 １、概要でございます。 

 （１）件名は記載のとおりで、反論書は別紙１、資料の２ページ、３ページの

とおりでございます。 

 （２）請求要旨でございますが、板橋区が黒塗りし、非開示とした部分の開示

を求めるとの内容でございます。 

 ２番、再弁明書につきましては、別紙２、４ページをご覧ください。 

 １番、事件の表示は記載のとおりでございます。 

 ２番、再弁明の内容でございます。 

 反論書に記載されました「（１）非開示は板橋区情報公開条例に反する」につ

きましては、情報公開条例に基づき公開、非公開を決定しているところでありま

すため、否認をいたします。 

 「（２）提案書類等全てを事業活動情報であるという主張は納得できない」に

つきましては、提案内容の具体的な手法、フロー・チャート図等の説明図、受託

実績、管理体制等は法人の事業活動に関する情報でありまして、公開することで

当該法人の事業活動に不利益を与えるため、板橋区情報公開条例第６条第１項第

３号の該当としたため、否認いたします。 

 「（３）説明責任も果たさない教育委員会の不誠実な対応は納得いかない」に

つきまして、公文書公開請求の時点におきましては、文書の公開請求者は匿名で

行われるため、板橋区教育委員会が文書内容の説明を行う機会はなく、審査請求

書をいただいた際も、弁明書を文書で回答しており、説明責任を果たしていない

という点については否認いたします。 
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 以上から、当庁の処分は適切かつ妥当なものであるので、審査請求人の請求は

棄却されるべきであると考えます。 

 説明は以上です。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

（なし） 

 

○報告事項 

１．平成２７年第３回区議会定例会（９月）一般質問答弁要旨 

 （教育委員会関係） 

（資料・次長） 

教 育 長  それでは、報告事項を聴取します。報告１「平成２７年第３回区議会定例会

（９月）一般質問答弁要旨（教育委員会関係）」について、次長から報告願いま

す。 

 

次 長  それでは、資料をご覧ください。平成２７年第３回区議会定例会（９月）一般

質問答弁要旨でございます。 

 ９月１６、１７日の２日間にわたって開催されました。 

 まず、１番目、公明党のなんば議員でございます。 

 教育委員会関係は多岐にわたっております。 

 あいキッズに関してのご質問が１ページ目にございます。 

 ②のところで、インフルエンザ等の流行時における病児以外の子どもの受け入

れについてということでのご質問でございまして、ここの答弁にございますよう

に、あいキッズでは、インフルエンザ等の感染症の拡大を予防するため、あいキ

ッズ条例で、学校保健安全法に基づく臨時休業の措置となった学校及び学級の児

童の利用は停止しているところでございます。 

 保育園では、そのような措置をとっていないので、こういう保育園と同様のも

のがとれないかというご質問でございましたが、基本的には、今の考え方を継続

していきたいということで答弁しております。 

 感染予防のため、一定の利用制限はやむを得ないと考えているというように答

弁してございます。 

 また、続いて、あいキッズの拡充で、給食の提供等についてもご質問がござい

ます。 

 ２ページの方に行きまして、続いて、スクールソーシャルワーカー。こちらは

ほかの議員さんも同様でございますが、導入された直後ということで、質問がご

ざいました。 

 特に、②のところで「学校長」とありますが、学校とのコミュニケーションの

体制についてということで、スクールソーシャルワーカーが、色々と主体的にか

かわっていく必要があるのではないかというようなご質問もなされております。 
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 スクールソーシャルワーカーは、職務を執行する上で、必要に応じて、校長に

直接連絡や相談、情報を共有しながら問題解決に当たれるように対応していくと

いうことと、次のところにも学校との信頼関係などのことについてご質問がなさ

れています。 

 続いて、３ページの下の方で、無料塾の整備ということで、こちらは板橋区で

取り組んでおります放課後や夏季休業中などの補充教室、これの拡充ということ

でお話がございました。 

 こちらについては、各校で、特に夏休みの前後、始まりと終わりに取り組むよ

うにということで周知をしているところでございますが、教育効果は高いと考え

ているので、色んな形での日数増について、実現の可能性について検討していき

たいとお答えしてございます。 

 続きまして、５ページですが、同じく公明党のはぎわら洋一議員。 

 こちらは、１番目ですが、１８歳の選挙権ということに法改正されましたので、

そこでの主権者教育についてというご質問がございました。 

 主権者教育については以前も答弁しておりますが、（３）のところで、「政治

に関する教育の進め方（具体策）」ということで、新聞を活用した授業等につい

てのご提案がございました。 

 新聞を活用して授業を行うＮＩＥ（ニューズペーパー・イン・エデュケーショ

ン）を実践している学校がある中で、これを学校に有効な事例として紹介して、

全校に取り組みを周知していきたいと答弁してございます。 

 続きまして、裏面の６ページですが、子どもたちの未来への贈り物についてと

いうことで、不登校対策で、睡眠不足に着目した指導が有効なのではないかとい

うようなご提案もされております。 

 こちらについては、睡眠ログというものを、機械的に処理していくような手法

だそうで、今後、活用需要について研究し、導入の可能性があるかどうか検討し

ていくと答弁してございます。 

 続いて、共産党の松崎いたる議員でございます。 

 中央図書館についてということで、中央図書館の改築の方向性についてご質問

がございまして、今の、この答弁をした時点でのことでございますが、現在地及

び常盤台公園で中央図書館を建築することは困難であり、移転改築が必要である

と考えておりまして、そのように答弁してございます。 

 続いて、情報リテラシーの確立についてということで、７ページですが、

（５）教育にニセ科学をもち込まないようにすることについてということで、疑

似科学というような、科学的に立証されていないことを取り入れるということに

ついてのご質問でございます。 

 こういうことについては、教育委員会として、各小中学校では学習指導要領に

基づき行われているので、その辺の内容を確認した上で教員が授業を行っている

ので、そういうことはないというように答弁してございます。 

 続いて、同じく共産党の小林おとみ議員。こちらは日本語学級等についてご質

問がございました。 
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 現状と拡充策についてお話がございました。教員のサポート体制などについて

もご質問があったところです。 

 続きまして、９ページです。６番目、市民の五十嵐やす子議員でございます。 

 図書館関連の質問が大変多くございました。中央図書館についてということで、

中央図書館の移転先に対する地域への説明の状況、また、平和公園の整備地の住

民との約束というようなことです。 

 こちらについては、区長の答弁でございますが、裏面のところに、当時、どの

ような説明をしたかというようなことが答弁でありますが、現在の樹木をできる

だけ生かして緑の充実を図る、原っぱを残して災害時の一時集合場所として利用

できるようにするというものであったということをご説明いたしました。 

 また、その下の（３）ですが、地域住民の運動に対する認識ということで、そ

のとき、当時でございますが、１６万人もの署名を区民の方が集めていただいて、

それを持って取得できたということについての評価ということで、関係の方々の

強い要望のおかげをもって今の平和公園があるということを十分理解していると

答弁をしてございます。 

 また、これに関連しまして、平和公園の持つ防災面の意味、それから中央図書

館の蔵書数、中央図書館の建設時期等についてご質問がございました。 

 最後に、女性が輝くため、１１ページでございますが、スクールソーシャルワ

ーカーについてもご質問が出ております。 

 続きまして、１２ページですが、８番目、市民の中妻じょうた議員。 

 こちらは、教育支援センターにおける就学相談の説明について、進路先を決定

する際の基準等についてご質問がございました。 

 就学相談には、相談を受けた児童・生徒の能力を伸ばすことができる進学先を

紹介するようアドバイスを行っているということで、保護者の思い、願いを受け

とめて、適切な就学相談ができるよう努めていきますというように答弁してござ

います。 

 また、部活動の指導についても、部活動の意義、それから具体的な、それにふ

さわしい取り組みをしているのかというようなご質問もございました。 

 最後に、１３ページですが、埋蔵文化財の試掘について、近隣での取り組みに

ついての疑義があったようで、地域住民への周知、そのほかについてご質問がご

ざいました。 

 続いて、９番目、自民党の山田貴之議員でございますが、中央図書館の計画に

ついて、櫻井徳太郎文庫との統合や子育て世代に使いやすい図書館など、様々な

ご提案があったところでございます。 

 １５ページのところでは、外部指導員の確保ということでもご質問がございま

して、（２）のところで、体育備品のメンテナンスということで、実際に使った

ところで、開放用の体育館の備品が十分にメンテナンスされてなかったというよ

うな事例もあったということで、これについてご質問がございまして、適切に対

応していきたいと答弁をしてございます。 

 １５ページの一番下、１０番目、自民党の元山議員でございますが、副籍制度
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の現状、それから取り組み、１６ページにおきまして、私立幼稚園の保護者負担

軽減の補助金の状況等についてご質問がございました。 

 雑駁でございますが、内容は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

高 野 委 員  ７ページの小林おとみ議員のご質問で、日本語学級の件で、ちょうど私は、１

０月３０日に板橋二中で研究発表がありまして、その中で日本語学級の研究発表

もありましたので、それを拝見してきたので、尐し報告させていただきたいと思

います。 

 板橋二中では、３人の先生による個別指導で行っているということで、当日は、

中国出身の３人の子どもたちが授業を受けておりました。 

 ７月に行った言語能力を把握するテストで、子どもたちには尐し読む力が低い

傾向が見られたということで、本を読んで、そして、その内容を皆さんに紹介し

て、お友達の意見も聞いてというような授業でした。 

 一人一人に先生がついていただいて、子どもたちが発表する前の練習をしてい

たのですけれども、先生方が子どもの発言をよく聞いてくださって、そして丁寧

にご指導していただいていました。 

 子どもたちも、その後の発表のときには、言葉で伝えられないところを、一生

懸命、身振りや練習してきた言葉で発表していたのですけれども、カリキュラム

をきちんと立てて学習している点がとてもいいと思いました。 

 あとは、担当していらっしゃる先生が大変親身になって指導していただいてい

るということで、言葉だけの学習ではなくて、日常的に、色々、慣れなくて不安

とかがあることも、その先生方とゆっくりお話しする時間を持てることで、子ど

もたちにとっては大変いい時間になっているなというような印象を持ちました。 

 個別の指導を行うということで板二中は大変人気が高いということだったので

すけれども、集団でやるのもいいと思うのですけれども、ここの回答の中にも書

いてありましたけれども、個別の時間をしっかりととっていただけることが、言

語の理解だけではなくて、その子たちが学校生活や社会生活に溶け込んでいく大

きなきっかけになるのかなと思いました。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 

上 野 委 員  １つ教えていただきたいのですけれども。 

 不登校の実態ですね、この数字が、小学校９２名、中学校３１０名、合計４０

２名というのですが、板橋区の現状、ほかとの比べた状況を。 

 

教 育 長  何ページですか。 
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上 野 委 員  すみません。６ページです。 

 この実態数が他区との比較では多いのか、尐ないのか。 

 

指 導 室 長  指導室長です。 

 人数といいますか、まず、出現率というところでいきますと、東京都と比べま

して、板橋区の場合は最新の情報で２６年度ですが、東京都、全国については、

この時点でまだ２５年度、１年前と比較するという数字になります。 

 板橋区の場合、小学校は０．４２ですけれども、全国平均は０．３６、つまり

出現率が小学校も若干高い。 

 それから、中学校は、板橋区の最新版が３．２９という出現率ですけれども、

全国は２．６９ということですが、これもかなり高い。 

 

上 野 委 員  中学校は多いですね。 

 

指 導 室 長  はい。中学校はかなり高いということになります。 

 総数からすると、４００という数字は、例えるならば、中規模の学校１校分の

子どもたちが通えていないということで、これは非常に重大な問題であると思っ

ております。 

 

上 野 委 員  ありがとうございます。 

 

教 育 長  室長、これは増えてきているということですよね、経年的には。 

 

指 導 室 長  経年で見ていくと、若干増加傾向にあるということです。 

 

上 野 委 員  中学校数からしても、３１０ということは、１つの学校で結構な人数がいます

ね。 

 

教 育 長  恐らく、この中には、小学校のころからの子たちもかなり入っているというこ

とになりますね。 

 この辺を教育委員会と学校側が上手く機能しながらするような教育をしてきた

いと思います。 

 そのほか、ございますでしょうか。 

 

松 澤 委 員  まず、１点目が５ページの１８歳の選挙権と主権者教育というところですけれ

ども、これは、先日、法改正で１８歳の選挙権ということになったのでというお

話なのか、以前から、こういった教育がされていたというところなのかというと

ころをお聞きしたいのですけれども。 

 法改正をされたというタイミングなのでこの１８歳主権者教育についてやって

いこうというようなお話なのか、それとも、元々そういうことはやっていなかっ
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たのでやっていきましょうというお話なのかというところなのですけれども、ど

ちらでしょうか。 

 

指 導 室 長  この主権者教育にかかわることについては、これまでもやっておりました。た

だ、法改正が行われて、特に高校生に対してはより指導を充実させるべきであろ

うということで、文部科学省の方も新たな教材を作成したということです。それ

を踏まえて、今回、質問として、一層充実させてほしいというお話でありました。 

 答弁の内容としましては、今あるものを確実に子どもたちに指導していくとい

うところで、教科書の記載内容などで特に大きく変更したものはございません。 

 

松 澤 委 員  ありがとうございます。 

 あと、もう１点、次の７ページですけれども、「教育にニセ科学を持ち込まな

い」ということですけれども、これはどういった意味なのかということなのです

けれども。具体的に、何か事例を出されて質問されていたのでしょうか。 

 

指 導 室 長  この質問の趣旨としては、根拠のないものについて、世の中ではそれが科学の

ように思われている事例について、学校教育においては正しく指導してほしいと

いうお話でした。 

 例えば、ここにもありますけれども、水に対して「ありがとう」という言葉を

かけると氷の結晶がきれいになるというように言われていることがありますけれ

ども、それは、科学的には証明されていない。 

 事前に調べた資料によりますと、例えば血液型による性格のものであるとか、

そういったものも、何となく信じられているようなことがあるけれども、それは

根拠がない。 

 学校教育においては、きちんと根拠のあるものにしてほしいというようなお話

でしたので、そのとおり、今、本区においても、学習指導要領に基づき、また、

教科書の教材を使って、正しい科学について指導していくという答弁をしており

ます。 

 

松 澤 委 員  一応、私の意見としましては、教育の過程の、そういった今までの事例を教育

とされているのか、それともこれから証明されるであろう過程というのも教育に

例えるというところで、今は証明されていないけれども、例えば宇宙についてで

すとか、そういったことは、これから証明されていく上で、今はこういう現状で

すよ、それがどうなるか分からないみたいな話も、子どもたちの夢を壊さないた

めにも必要なのではないかなと思って、科学として証明される前と後で、多分、

科学と言われているだけの話なので、そういったものを子どもたちが認識できる

かというと、多分、無理だと思うので、１０年前に、電話があんなに小さくなる

と誰も思っていなかったとか、そういったこともあると思うのですけれども、何

か、そういったところは、私個人の意見ですけれども、壊してほしくないなとい

うのはありますので、その辺を上手く指導していただければと思います。 



14 

 

指 導 室 長  今のお話も非常に大事なところだと思います。時代によって、現在はまだ発見

されていないものが、また新たに発見されることもありますし、見解が変わる、

新たに証明されるということも、これから出てくると思います。 

 授業の中では、例えば実験する際には、科学というのは、再現できるもの、再

現性があるものを科学ということで、本当にそうなるのだろうかという疑問を持

って、再現できるというのが、これが１つ、科学として子どもたちに指導してい

るところです。 

 ただ、授業の中では、それだけでとどまらず、本当なのかな、もっとないのか

なという好奇心をかき立てて、なぜそうなるのだろう、もっと違う側面がないか

な、これはまさに発展的な学習であり、子どもたちに次の疑問を持たせて、解決

できない問題に挑ませていくような、そういった授業は本当に大事なことで、今

も行われていますけれども、これからも一層取り組ませていきたいと思います。 

 

教 育 長  松澤委員がおっしゃったことは、すごく大事ですよね。 

 実際、学校では、こういう考え方があるというようなことで、教育の方では説

明をしているのではないかなと思いますけれども、大切にしたいと思っています。 

 そのほかは、いかがでしょうか。 

 

高 野 委 員  １５ページの元山議員のところの、副籍制度についてですが、学校での副籍と

いうこともあるのでしょうけれども、私はあいキッズを視察した際に、若木小や、

赤塚新町小学校で、特別支援学校に在籍している方が何人かあいキッズを利用さ

れていて、そこで子どもたちと交流している部分もあったり、まだ交流がうまく

いかない部分もあったりというようなことを聞きました。あいキッズを利用され

ている児童の方たちは、それぞれ、そこの小学校に副籍があっていらっしゃって

いるのか、そこを１つお聞きしたいのと、それから、日常的に、あいキッズです

と、毎日、短い時間ではあっても交流するわけなので、その辺について、実態と

してはどのようになっているのかなというようなことで、質問したいと思います。 

 

学校地域連携担当課長  副籍については、必ずしもということではないと思っております。 

 保護者の方が送迎しやすいというところもあるのですが、通学学区域内にある

学校に行っていただくということは原則として持っておりますので、そういう意

味では副籍も近いのかなとは思っております。 

 一方で、放課後デイサービス等も充実してきているところでございますので、

そちらに行ったりということもあろうかと思いますが、基本的には、あいキッズ

にほぼ毎日通われているお子さんたちが多いと思います。 

 健常児にとっても、非常にノーマライゼーションという考え方も自然と分かっ

てくるのかなというところもありますし、特に要支援児の保護者からすると、健

常児とのふれあいというか、そういったものを、人とのコミュニケーションの取

り方というのもあろうかと思いますので、非常にそういう意味では、交流を持て
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るというのは評価をいただいているところではあります。 

 

教 育 長  人数的には、どうなのですか。 

 

学校地域連携担当課長  現在、板橋区内で９０名ちょっとの要支援の対応が必要な児童さんがいらっし

ゃいます。あいキッズに通われたい、利用されたいというような場合、その方た

ちは全てあいキッズで受け入れられているというような、希望がある方について

は受け入れをしているところでございます。 

 

教 育 長  実際には何名かというのは、今は。 

 

学校地域連携担当課長  ９３名だったかなというところです。 

 

教 育 長  そのぐらいいるわけですね。 

 

学校地域連携担当課長  はい。 

 

次 長  それは要支援児でしょう。 

 

学校地域連携担当課長  要支援児です。 

 

次 長  特別支援学校から、自分の学校ではなくて来ている人が何人いるかという。 

 

学校地域連携担当課長  すみません。特別支援学校からあいキッズに通っている児童数については資

料を持ち合わせていないため、正確な数字がわかりません。 

 

次 長  私の感覚で言いますと、副籍のある学校に行っているケースと、あと、特別支

援学校の近くの小学校に行かれているというケースも結構あるように聞いていま

すので、特定の学校が、高島地区が多いので、多くなっていると聞いていますの

で、その辺の状況は、今、課長から説明しましたように、保護者の方の送迎や、

そういうことを含めて判断されているのかなと思います。 

 

高 野 委 員  必ずしも副籍校に行っているということではないという。 

 

次 長  ではない。 

 

高 野 委 員  分かりました。 

 

教 育 長  よろしいでしょうか。 
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（はい） 

 

○報告事項 

２．人事情報（都費職員・平成２７年１０月分） 

（指－１・指導室） 

      （区費職員・平成２７年１０月分） 

（総－１・教育総務課） 

 

教 育 長  では、報告２の方に移らせていただきます。「人事情報」について、初めに都

費職員について指導室長から、続いて、区費職員について教育総務課長から報告

願います。 

 

指 導 室 長  それでは、「指－１」、指導室からご報告いたします。 

 正規職員についてです。 

 １０月末の教職員数は、括弧の休職者なども含めて、総勢１，８３１人で、９

月末から１人減尐しています。 

 減尐理由としては、９月末日付で退職者が１人生じたことによるものです。 

 休職者等は、全体として１１８名で、先月に比べ、２名増えています。 

 内訳としては、４名増え、２名減ということで、２名が増えたという形になっ

ています。 

 増えた要因ですけれども、４名ですけれども、病気休職にはいった者が１名、

育児休業に入った者が３名です。 

 結果、２人の増ですけれども、育児休業から妊娠・出産休暇に切り替わった者

が２名ということです。 

 次に、２番の期限付任用教員です。 

 期限付任用教員の数は、９月末時点の３３名から人数に変更はございません。 

 以上でございます。 

 

教育総務課長  それでは、区費職員の部分で、まず、一般職員・再任用関係でございます。 

 用務職で短時間再任用職員が１名退職してございます。１０月です。 

 ここの部分につきましては、本務校変更ということで、教育総務課付きの職員

を配置して、欠員対応をしてございます。 

 裏面以降をご覧ください。 

 学習指導講師、こちらの方が１名増ということで、志二小、志五小、舟渡小、

赤塚小の方に配置できました。あと、２名ということで、志二小、高一中の方が

配置できれば、全員配置できるのですが、既にまた異動が決まると聞いてござい

ます。 

 それと、スクールソーシャルワーカー、こちらの方は３名増ということで、１

０月１日に新たに採用してございます。 

 私の方からは以上でございます。 
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教 育 長  ありがとうございます。質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

３．平成２７年特別区人事委員会勧告の概要について 

（総－２・教育総務課） 

教 育 長  それでは、報告３「平成２７年特別区人事委員会勧告の概要について」、教育

総務課長から報告願います。 

 

教育総務課長  「総－２」の資料でございます。特別区人事委員会、こちらが２７年、本年１

０月１３日に、各特別区の議会、区長に対しまして、職員の給与、人事制度につ

いて勧告がありましたので、こちらについてご報告させていただきます。 

 まず、本年の勧告のポイントでございますが、月例給、こちらの公民格差、１，

４１３円、０．３５％を解消するため、給料表及び扶養手当を改正する旨の勧告

がございました。 

 それに、特別区の勤勉手当についても、年間の支給月数を０．１月分引き上げ

るということで、都合４．３月、勤勉手当に割り振るようにとの勧告がございま

した。 

 このことによりまして、職員の平均年間給与は６万５，０００円増という試算

が出てございます。 

 そのほか、公民比較の結果等を参考のために記載してございます。 

 私の方からは、ご説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

４．平成２７年度教育懇談会実施要領について 

（総－３・教育総務課） 

教 育 長  では、続いて、報告４「平成２７年度教育懇談会実施要領について」、教育総

務課課長から報告願います。 

 

教育総務課長  「総－３」の資料でございます。先日の事務打ち合わせ会で提案させていただ

いた内容と変わりませんが、平成２７年度教育懇談会実施要領ということで、趣

旨でございます。 
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 区民の信頼と期待に応えることのできる開かれた教育委員会の実現を目指して、

意見・提案を広く受け入れるための話し合いの場を設けるということで、開催日

時、場所ですが、来年の１月２８日の午後６時３０分から８時３０分まで２時間

とありますが、１０分程度延長させていただければというように考えてございま

す。 

 それで、場所は教育支援センターの研修室です。 

 参加者の方は、先日ご案内したとおりですが、区立小・中学校の児童・生徒の

保護者の方１００名程度、それに、教育委員会のメンバーの５名、それと事務局

の幹部職員、それと代表校長ということで、小学校、中学校から各々３名ずつと

いうことで構成したいというように考えてございます。 

 テーマですが、「学校と家庭が連携した学力向上の取組－全国学力・学習状況

調査の結果から見る板橋区の課題－」ということで、指導室長に講演をお願いし

たいと考えてございます。 

 グループの懇談・発表については、先ほどのとおりでございます。 

 それでは、裏面をご覧いただきたいと思います。 

 当日は、研修センターの方で、１８時３０分から開催させていただいて、教育

長のご挨拶をいただきまして、出席者、教育委員の皆様のご紹介をさせていただ

くということで、講演が１８時４５分から、こちらは４５分という形でお配りし

ておりますけれども、グループ発表の時間をとりたいというように思いまして４

０分間、５分ほど短縮させていただいて実施したいということで、そのような形

で考えてございます。 

 それと、これを４０分間にしまして、１９時２５分からグループ懇談というこ

とで、こちらも５分短縮させていただいて、このテーマ、「学力・学習状況の向

上に向けた保護者と学校の役割」ということで、昨年と同様ですけれども、グル

ープの中で討議していただく。それを３５分実施していただいて、８時からグル

ープ発表ということで、３０分間の時間をとります。 

 これまでのご提案をしていたところですと１０分しか発表の時間がないという

ことで、これは無理だと。昨年も２０分間の時間をとりましたけれども、今年は

３０分とって、発表の時間に余裕を持たせたいというところ。 

 それで、８時半からは教育委員の皆様からの所感をいただくということで１０

分程度とらせていただいて、閉会を午後８時４０分というところでご提案させて

いただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

高 野 委 員  最近、板橋アカデミーですとか、研究発表などに行っても、参加者同士の協議

の時間というのが大変充実しているなと感じております。 

 教育懇談会のときは、以前は会場も、文化会館だったり、グリーンホールだっ

たりして、テーブルでお話しする時に、人数が多くて、自己紹介で１人一言ずつ、
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そのことについてお話ししていくと、もうそれだけで時間が来てしまったなとい

うような印象を受けています。 

 最近やっているグループ協議というのは人数が尐なくて、かなり深いところま

で色々皆さんのご意見が聞けたりするので、人数が、せっかくご準備いただいた

１２人だとどうなるのだろうというような。去年は、もう尐し多かったでしょう

か。 

 

教育総務課長  一昨年が１６名から１５名程度でやっていて、それでは発言できない参加者の

方がいらっしゃるということだったので、保護者の方が１０名程度という形にし

て、我々というか、教育委員会の皆様と幹部職員、学校長を含めたところの参加

で２人入るということなので、保護者の方は１０名程度ということなので。 

 

高 野 委 員  では、大分、減らしていただいた。 

 

教育総務課長  減らして、昨年は、まあまあ皆様のお話が聞けたかなというように、私は中に

入らないのですけれども、そのように感じていたのですけれども。 

 

高 野 委 員  最近、色々な協議会で、尐ない人数で全員の方が発言していただけるので、と

てもいいなと思っていました。 

 今年はご準備いただいているのでこれでやってみて、くれぐれも自己紹介で終

わらないで、活発に皆さんからご意見が出るような形でいけるといいなと思って

います。 

 

教育総務課長  司会のところでも、そういうようなところで、促すようなところでやっていき

たいと思います。 

 

高 野 委 員  はい。 

 

教育総務課長  昨年が、たしか２５分間。会場が教育支援センターに変わって、職員の方は閉

めるまで時間が必要になりますけれども、それもまた延長してということで考え

てございますので、また状況を見ながら改善していければと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

高 野 委 員  お願いいたします。 

 

教 育 長  ありがとうございます。本当に貴重な意見で、数が尐ないと活発になるという

ところなので、今年やってみて、もし不都合があれば、また延長するなどして。 

 そうしますと、発表も全部の班が発表しなくてもいいというような、そんな発

想になってくるかなと思いますが、今年はこれでやらせていただいて、また様子

を見たいと思います。 
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 よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

教 育 長  ありがとうございました。 

 

○報告事項 

５．入学予定校変更希望制における応募状況について 

（学－１・学務課） 

教 育 長  では、報告５「入学予定校変更希望制における応募状況について」、学務課長

から報告願います。 

 

学 務 課 長  それでは、入学予定校変更希望制における応募状況がまとまりましたので、ご

報告いたします。 

 資料「学－１」をご覧ください。 

 １番、実施状況です。 

 （１）受付期間でございますが、今年度は短縮化しまして、小学校、中学校と

も、９月１日から３０日までの１か月間でございました。 

 （３）変更希望者数につきましては、小学校は対象者数３，９６０人のうち６

０７人で、全体の１５．３％、中学校は、対象者数３，７７２人のうち７９９人

で、全体の２１．２％でございました。 

 制度変更後、３回目の実施でございますけれども、変更希望者の割合は、小学

校、中学校とも、学校選択制導入時における変更率まで下がってきておりまして、

通学区域校への就学率が高まっております。 

 （４）各学校の応募状況は、別表１、２に記載のとおりとなっておりますので、

後ほどご説明いたします。 

 次に、２番、抽選の実施です。 

 小学校につきましては、先月、１０月２１日に公開抽選を実施いたしました。 

 対象校は、記載のとおり１１校で、昨年度の抽選校と同数でございました。 

 中学校については、１１月６日に公開抽選を実施しました。 

 対象校は、記載の２校でございました。 

 なお、昨年度の抽選校は４校でした。 

 続きまして、３番、今後のスケジュールです。 

 明日、１２日から１２月３日まで、就学時健康診断を実施いたします。 

 １月上旬に入学通知書を保護者宛に発送いたします。 

 また、補欠の登録期間でございますが、小学校は１月２９日まで、中学校は２

月２２日までとなっております。 

 この期間内に、私立学校等への入学者が出た場合には、補欠の順位に従って、

順次、繰り上げ当選となります。 

 続きまして、別表１をご覧ください。 
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 こちらは小学校の応募状況の一覧となっております。 

 学校名が網掛けになっているところが抽選実施校適用除外校となっております。 

 資料のタイトル下の※のところに網掛けの小学校について説明がございます。 

 続きまして、別表２が中学校の応募状況となっております。 

 小学校と同じ表のつくりになっております。 

 中学校については、網掛けの表示のしてあるのが抽選実施校でございまして、

６番の志村第一中学校、１５番の上板橋第三中学校の２校となっております。 

 また、この２校以外につきましても、希望者数が受け入れ可能数を超えている

学校が相当数ございますけれども、これにつきましては、例年、私立中学校に行

かれる方が多くいらっしゃいますので、そうした例年の傾向を踏まえて、その分

を差し引いて、実質的には受け入れ可能であると見込み、抽選を行わないものと

しております。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

松 澤 委 員  今、おっしゃった、私立などに行かれるということで受け入れ可能になるとい

うことだったのですけれども、増加傾向にあるのは、西台、中台のあたりとか、

中学校の方ですけれども、あと、赤塚が多いのですけれども、ここ近年、大体こ

のような感じで推移されているということでよろしいでしょうか。 

 

学 務 課 長  希望者数が増加している中学校につきましては、そのエリアの住民登録者数も

増加しておりまして、希望者数の増減というのが、そのエリアの住基数の増減と

大体一致している関係がございます。 

 

教 育 長  志村一中が、通学区域内に２２９人いて、受け入れ可能数が１９８ということ

ですけれども、私立に行くのがあるとすると、こういう場合も、志村一中は、例

えば学級数、２２９人を受け入れるという前提で準備を進めているのですか。 

 

学 務 課 長  通学区域内の２２９人につきましては必ず入学できるということになります。

ただ、そこから何割かが私立に入学されますので、そこを見込みまして、一定の

枠が空いた分について、抽選を行い、当選者を、一定、出しているという形にな

ります。 

 当選せず、補欠で順番を待っている方もいらっしゃいます。そういった方は、

今後、枠が、順次、空いていけば繰り上がって入学するという見込みです。 

 

教 育 長  志村一中は１９８人が受け入れ可能数と言っているけれども、実質的には、こ

れを超えるような数を確保してということですね、抽選も。 

 

学 務 課 長  いいえ、１９８で設定しております。そこから、要するに、超えた分について
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抽選をしております。 

 

教 育 長  では、１９８をリミッターにしているわけですね。 

 

学 務 課 長  要するに、抜ける数を先に見込んでおります。 

 

松 澤 委 員  今、教育長がおっしゃったような形で、２２９人の通学区域内の方がもし行く

となった場合、１９８を超えていくという認識でよろしいでしょうか。 

 通学区域内の方が全員入れるということですね。 

 

学 務 課 長  全員、入れます。 

 

松 澤 委 員  その方が１９８を超えないというイメージで、この１９８人というのを設定し

て、さらに空いた枠に抽選された順番でということで。 

 

学 務 課 長  そうです。区域外の方についてはそうです。 

 

松 澤 委 員  では、そういった順序で組まれているという認識。 

 

学 務 課 長  そうです。 

 

松 澤 委 員  分かりました。 

 

教 育 長  よろしいでしょうか。 

 

（はい） 

 

○報告事項 

６．「天津わかしお学校」あり方検討中間報告（案）について 

（学－３・学務課） 

教 育 長  では、報告６「「天津わかしお学校」あり方検討中間報告（案）について」、

学務課長から報告願います。 

 

学 務 課 長  それでは、資料「学－３」をご覧ください。 

 「天津わかしお学校」のあり方検討の中間報告（案）がまとまりましたので、

ご報告いたします。 

 資料は、概要版と本編がございますけれども、主に概要版に沿ってご説明いた

します。 

 １番です。天津わかしお学校は、板橋区の運営する特別支援学校でありまして、

ぜん息、肥満、偏食、虚弱の症状がある児童が、広い自然の中で寄宿舎生活を通
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して、その症状を改善することを目的とする学校でございます。 

 昭和４２年に開校しております。それ以来、区内児童の健康回復を支援してま

いりましたけれども、児童数の減尐、あるいは施設の老朽化ということで、平成

２４年度に策定した「いたばし未来創造プラン」経営革新編において、施設のあ

り方について検討することとされました。 

 これを受けまして、教育委員会事務局内に検討会を設置し、検討を行ってまい

りましたが、一定の方向性について取りまとめたので、中間報告を行うものでご

ざいます。 

 ２番、天津わかしお学校の概要・沿革でございます。 

 教育目標は記載のとおり、思いやりのある子、学びとる子、けじめのある子と

いうことで掲げております。 

 対象学年・定員でございますけれども、板橋区内に住所を有し、かつ、板橋区

立小学校に通学している小学校第３学年から第６学年までの児童で、定員は８０

人でございます。 

 所在地は、千葉県鴨川市天津１９９０番でございます。 

 校舎・敷地につきましては、本編２ページの方に記載しておりますので、ご確

認をいただければと思います。 

 続きまして、沿革でございますが、こちらについても記載のとおりでございま

して、詳しくは本編の３ページに記載のとおりでございます。 

 ３番、健康教育の取り組みでございます。 

 天津わかしお学校では、児童の健康回復に向けて、様々な実践を積み重ねてま

いりました。多様な自立活動、運動時間の確保、バランスのとれた栄養ある食事

づくり、家庭への働きかけ等、伝統ある取り組みとともに、時代のニーズに合わ

せた新しい取り組みも取り入れ、学校と寄宿舎が両輪となって効果を上げており

ます。 

 本編では、４ページ以降に具体的な取り組み内容、そして効果を記載しており

ます。 

 続きまして、４番、現状分析でございます。 

 まず、児童数の減尐・病類別利用状況の変化についてでございます。 

 本編の１０ページをご覧ください。 

 児童数の推移の表がございますが、こちらを見ていただきますと、昭和６１年

度までは定員８０名がほぼ充足している状況でございましたけれども、以降、児

童数が減尐しております。 

 病類別では、ぜん息の児童数が減尐しております。これは気管支ぜん息の治療

法が進歩し、転地療養を要する人も家庭で対応できるケースが増えたということ

が主な原因でございます。 

 また、近年は区内小学校の児童におきまして、肥満の割合が減尐傾向にありま

して、これに伴って、天津わかしお学校においても肥満の割合が減尐していると

いう状況がございます。 

 このような変化が見られるものの、健康課題の１つであります偏食の児童につ
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きましては、若干増加しているということがございますので、過去十数年では、

入学する児童の総数は４０人前後という形になっております。 

 続きまして、概要版の裏面でございます。 

 施設の状況・今後の改修及び維持管理の考え方でございます。 

 校舎棟を初めとする施設は、建設後４８年を迎えます。平成６年度に行った耐

震診断では、補強不要な建築物であり、耐震性は確保されているとの結果でござ

いましたけれども、これまで建築物の延命化のための大規模改修工事は実施して

おりません。 

 大規模改修工事を実施した場合には、現在の規模ですと約１０億円を要します

けれども、これまでも毎年施設の現状調査を行い、一定規模の改修工事を実施し

てきておりますので、当面、大きな改修を行わなくても施設の現状維持が可能と

考えております。 

 したがって、今後も毎年現状調査を行い、必要な改修工事を計画的に実施する

ことで、躯体については６０年を超えての使用が可能であると考えております。 

 続いて、運営体制・運営経費でございます。 

 職員構成は、都費職員が２３名、区費職員が１５名の計３８名となっておりま

す。 

 学校運営経費（区費分）についてでございますが、平成２５年度の決算額が、

総額で約１億５８３万２，０００円。児童１人当たりの経費としては約２７９万

円となっております。 

 このほか都費分（人件費）の経費がかかっております。 

 続きまして、５番の今後の方向性についてでございます。 

 天津わかしお学校は、年によって児童数の増減はございますものの、これまで

一定の利用を得ておりまして、児童の健康向上に向けて成果を上げてきておりま

す。 

 また、体験入学への参加状況や、保護者や学校関係者の声などからも、今後、

引き続き、その役割が期待されていると認識しております。 

 施設の劣化度調査におきましては、適切なメンテナンスにより今後も使用が可

能であるとの結果を得ております。 

 こうしたことから、今後も一定の児童数・学校規模を維持し、引き続き、児童

の抱える健康課題の解決に向けて支援していくこととし、次のとおり、具体的な

取り組みを進めてまいります。 

 １点目は、教育活動・広報活動の充実・強化でございます。 

 本編の１４ページにまとめておりますけれども、健康教育の質向上とセンター

的機能の強化を図ってまいります。 

 また、区内企業のタニタと連携しまして、児童の健康向上を目指した事業展開

を検討してまいります。 

 また、天津わかしお学校の実践活動の成果を区内小学校等にフィードバックし

てまいります。 

 さらに、他区において、健康学園の閉校が続いておりますけれども、そうした
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環境の中で、他自治体の児童の受け入れについても、ニーズを踏まえて検討をし

ていきます。 

 また、広報活動の拡大を進めていきます。 

 天津わかしお学校の存在意義ですとか、教育活動について、区内小学校ＰＴＡ、

関係機関等に広く周知をしてまいります。 

 ２点目は、運営基準の設定についてでございます。 

 天津わかしお学校から前籍校等に円滑につなげていくためには、学力向上や社

会性の育成のために、一定の学習集団の確保が必要であると考えております。 

 このため、教育的配慮の視点から、運営基準を定めることとし、平成２８年４

月１日から適用することといたします。 

 運営基準でございますけれども、複式学級の状態が継続するなど、著しく児童

数が減尐し、回復の見込みがない場合は閉校を検討するといたしました。 

 中間報告案の概要としては以上でございます。 

 次に、概要版の最後でございますけれども、今後のスケジュールでございます。 

 １２月に文教児童委員会に報告をいたしまして、その後、パブリックコメント

を募集し、いただいたご意見を踏まえ、年明けに最終報告を行ってまいります。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 

上 野 委 員  先ほども不登校のことが気になっていまして、最後の「おわりに」というとこ

ろの１５ページに書かれていると思うのですけれども、元々病弱、特にぜん息と

いうような目的だったと思うのですけれども、だんだん施設の必要のニーズが変

わってきているのではないかなと思います。 

 そこら辺の、どちらの方向に行くか、どちらかというと病弱よりは精神的なも

の方が多くなってきているというような状態を感じます。 

 そこもご検討いただければと思います。 

 

学 務 課 長  今、ご指摘のありましたとおり、背景にそういった不登校ですとか、様々、ご

家庭、児童が抱える課題というものが変わってきております。 

 ですが、天津わかしお学校につきましては、病弱の特別支援学校として設置し

ているものでございますので、入学条件の病類に沿った判定をさせていただきま

すけれども、背景にそういった課題があるということを踏まえて、運営の方も適

切な対応をしていきたいと考えております。 

 

高 野 委 員  天津に、２年続けて入学式に行ってきたのですけれども、校内の様子を見ると、

定員８０名となっているのですが、教室が、６年生とか、５年生ぐらいだと、こ

こに２０人入るとすごく狭いのかなと、そんな印象を持ちました。 

 ですから、定員に対して人数が尐ないというような考え方は、教室だけ見てい

ると、そこは余り気にしなくてもいいのかなというようなことも思いました。 
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 あと、複式学級の件も書いてあるのですが、今年の３５人の中でも半分は新し

く入学した方だということなので、ほかの学校の人数の推移を見るのとは違って、

なかなかその辺の基準というのは難しいのかなと思いました。 

 あと、この運営経費というところなのですけれども、１人当たりの経費が２７

９万円となっているということですけれども、これは、区内で、一般的にはそこ

と比較してみないと分からないので、区内でも小規模校から大規模校まで色々あ

るのですけれども、尐しそこら辺を教えてください。 

 あと、全体としては、やはり入学式でも、鴨川市の市長や教育長を初め、まち

の駐在さんもいらしてくださり、鴨川市全体として、天津わかしお学校の子ども

たちをすごく大きな気持ちで受け入れてくださって、児童の交流ですとか、あと、

防災訓練での協力とか、区内では見られない様々な面があるので、私もぜひ天津

わかしお学校のいいところを残していってほしいなと感じております。。 

 

教 育 長  ありがとうございます。では、教育総務課長。 

 

教育総務課長  １人当たりの小学生のことですが、２７年度で２０万２，８６３円です。 

 

高 野 委 員  ありがとうございました。 

 

松 澤 委 員  私も、高野委員と同じような意見になってしまうのですけれども、経費の面で

はかなりかかっているなというのを今日感じたのですが、現地に行って、子ども

たちと給食を食べたり、色々としたときに、そこにいる子たちにとってすごく大

切な場所だなと感じたので、これから先は分かりませんけれども、今、自分の思

いとしては、先ほどの鴨川の方との交流もありますし、残していただければ子ど

もたちにとってはすごくプラスなのではないかなとすごく感じたので、よろしく

お願いしたいなと思っております。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 天津の方については、先ほど学務課長も話しましたように、背景を抱えていな

がらも、病弱ということで特別支援学校が認められているところですけれども、

そういった意味合いでも、ぜひ継続していきたいなという思いは私もありますし、

できる限り、そういった子どもたちへの対応というのを考えていければと思いま

す。ありがとうございました。 

 

○報告事項 

７．いたばしボローニャ子ども絵本館ＰＲスポットの設置について 

（図－１・中央図書館） 

教 育 長  では、続いて、報告７「いたばしボローニャ子ども絵本館ＰＲスポットの設置

について」、中央図書館長から報告願います。 
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中央図書館長  資料の「図－１」をご覧ください。 

 いたばしボローニャ子ども絵本館ＰＲスポットの設置について、ご説明いたし

ます。 

 板橋区とイオン株式会社が相互の連携を強化し、板橋区における区民サービス

の向上と地域の一層の活性化を目的に、１１月６日に「子育て支援に関する協

定」を締結いたしました。 

 その連携の１つといたしまして、１１月１８日にプレオープンいたしますイオ

ン板橋前野町店に赤ちゃんの駅や子ども家庭支援センターなどの区の相談コーナ

ーを設置することになりました。 

 ボローニャ子ども絵本館におきましても、この場所にＰＲコーナーを設置する

もので、これにより広く絵本館をＰＲするとともに、子育て世代の家族に、身近

な場所で絵本に親しんでもらうサービスを提供することを目的といたします。 

 設置の場所はイオン板橋前野町店内、赤ちゃんの駅と、１階フードコートを予

定してございます。 

 絵本は１５０冊程度を用意して、ご覧いただく予定です。 

 なお、板橋前野町店のグランドオープンは２１日土曜日を予定しているという

ことですので、ぜひ、こちらの絵本館のＰＲスポットにも足を運んでいただけれ

ばと思っております。 

 最後に、ＰＲスポットですけれども、昨年度末、３月末に、イオン板橋店が東

武練馬駅前にございますけれども、そこを１カ所目として設置して以来、今回が

５カ所目になります。 

 説明は以上でございます。 

 

教 育 長  質疑、意見等がございましたら、お願いいたします。 

 よろしいですか。 

 

（はい） 

 

教 育 長  では、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんで

しょうか。 

 

（なし） 

 

教 育 長  それでは、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。 

午前 １１時 ２３分 閉会 


